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一定の要件が充足すると見込まれる場合には、経営者保証のない融資の可
能性や経営者保証を代替する融資手法の活用を検討するというもの。
金融機関は、やむを得ず経営者保証を求める場合には、保証契約の可能性
等について丁寧かつ具体的に説明することとし、また、保証金額を形式的に
融資額と同額とするのではなく、保証人の資産・収入状況や主債務者の信用
状況等総合的に勘案して設定することを検討する。

そもそも「経営者保証に関するガイドライン」とは？ Q8

経営者保証改革のポイント整理

「何が十分ではないために保証契約が必要となるのか」「どのような改善を
図れば保証契約の変更・解除の可能性が高まるか」の詳細な説明と対話を
通じて、経営者とコミュニケーションをとり、お互いの信頼関係を高める
こと。

「一緒に、経営者保証なしで融資が受けられる会社を目指しませんか？」と
いうスタンスで、金融機関が取引先のガバナンスや財務改善に真摯に取り

▶経営者保証に関するこれまでの流れ

従来から……
経営者保証は
融資慣行
経営者に対する規律づけ、
信用力の補完などから必要と
判断され、求められてきた。
金融機関の説明不足や経
営者にとっての過大な負担と
なると批判も。

2013年12月
「経営者保証に関する
ガイドライン」公表
経営者保証への過度な依存
を解消するべく、中小企業へ
の融資に関する保証契約の
合理的な在り方を示した自主
ルール。
中小企業、経営者、金融
機関の共通認識となる。

2022年12月
「経営者保証改革
プログラム」公表
経営者保証に依存しない融
資慣行の確立を加速させるた
めのプログラム。
2023年4月からの新規融資
に際して、経営者保証を求
める場合、その理由の説明
と記録が必要に（金融庁の
監督指針も改正）。

新しい経営者保証はこう考えるPoint
1 Q1 Q8
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1 経営者保証を制限しているのではない

৽ฉやࢽࡶ等では、ʠ経営者保証がなくなるʡといͬた࿦ௐでॻかれて
いるものも͋Γますが、ͦうでは͋ΓまͤΜ。経営者保証に関する؂ಜ
ճのվਖ਼案は、金融機ࠓ਑վਖ਼のύϒϦοΫίϝϯτで、金融ிは、ʮࢦ
関がݸ人保証契約をక݁する場合に、保証契約の必要性等に関し、事業
者に対して詳細な説明を求めるものであり、個人保証そのものを制限す
る趣旨ではありませんʯというํ͑ߟをࣔしていますʢʮίϝϯτの֓要ٴ
ͼίϝϯτにରする金融ிのํ͑ߟʯʢҎԼ、ʮίϝϯτにରする金融ிの
。ʯというʣ/P��ʣํ͑ߟ
また、ʮ経営者保証վֵϓϩάϥϜʯʢQ3ࢀরʣに関するۀࣄ者͚޲の
ύϯϑϨοτには、ʮࠓճの؂ಜࢦ਑のվਖ਼は経営者保証を੍ݶするझࢫ
では͋ΓまͤΜ。ͦのため個人保証の要否については、引き続き各金融
機関の判断によりますʯとのهड़が͋Γます。

̶Answer  ̶
金融庁は、経営者保証に依存しない融資慣行の確立を加速させるため

に、2022年12月に「総合的な監督指針」等の一部改正（以下、「改正監督
指針」という）を行いました（Q4参照）。この改正により金融機関は、2023
年４月からの新規融資に際して経営者に個人保証を求める場合は、その理
由の説明と記録等が必要となりました。
今、「長年の慣行だから経営者保証を取らなければ融資できない」という

発想から、「経営者保証なしで融資できるよう、取引先と一緒に取り組もう」
という発想への転換が求められています。

新しい経営者保証の
基本的な考え方とは？

Q1
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̶Answer  ̶
法人が、経営者保証を提供することなしに資金調達を希望する場合、

主たる債務者は、法人の業務、経理、資産所有等に関し、適切な運用を
図ることを通じて、法人個人の一体性の解消に努めることが求められていま
す。説明する際には、法人と経営者との関係の明確な区分・分離状況に
応じて、個別具体的に説明していきます。

「法人と経営者との関係の明確な
区分・分離」はどう説明すべき？

Q15
〈新規融資〉

事例

ʮ法人と経営者との関܎の明֬な۠෼・෼཭ʯの具体ྫはQ9ࡌهのと
͓Γです。ここでは、経営者にରする具体的な説明のํ࢓について、ࣄ
ྫでΈてΈましΐう。

法人の事業活動に必要な本社・工場・営業車等の資産を、
経営者が有していないケース

事
例
1

�˞な͓、ࣄ業資࢈のॴ༗者がܾࢉॻͰ説明Ͱきない場合͸、ॴ༗資࢈明ࡉॻ౳をఴ෇する。ॴ༗者が経
営者Ͱ͋ る場合͸、ద੾な௞ྉがࢧ෷Θれているかが確認Ͱきる௞ିआ契約ॻ౳をఴ෇する。

御社は現在、社長の個人資産である土地の上に、社長名義の
工場が建設されています。
この状況ですと、法人と経営者との関係の明確な区分・分離の
要件に当てはまりませんので、経営者保証なしの融資を検討で
きません。
加えて、決算書からは、会社から社長に賃料を払っていること
が確認できない状況です。

（行職員）
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●主な著作
ʮۀاの࣋ଓ性を見ۃめるܾࢉॻのಡΈํとۀछผのϙΠϯτʯʢϏδωεڭҭग़൛ࣾʣ
ʮ融資ব֎ΩρΩཱྀʯʢۙ代ηʔϧεࣾʣ
ʮ৽しい融資債؅ݖཧ・ճ収のਐめํʯʢۙ代ηʔϧεࣾʣ
ʮ経営者保証ΨΠυϥΠϯの࣮務ରԠにڧくなるʯʢϏδωεڭҭग़൛ࣾʣ
ʮʤ৽గୈ�൛ʥ୲保ෆಈ産の೚ҙച٫ϚχϡΞϧʯʢ঎ࣄ法務ʣ́ かଟ਺




